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　梅雨時期から 10 月にかけては、台風などにより、
低い土地での浸水や土砂災害が発生しやすい時期で
す。もしもの災害に備え、日頃の準備を確認しま
しょう。

積極的に情報収集を
避難情報　ちちぶ安心・安全メールや、防災行政無
線、市Ｃで発信しています。
気象情報　テレビ、ラジオ、気象庁のＣで確認して
ください。
令和８年５月から防災気象情報（気象警報など）が
新しくなりました。
　詳細は、市報５月号４ページまたは、右
記ＱＲコードより、気象庁Ｃ特設ページを
ご確認ください。

戸別受信機（防災ラジオ）を無償貸与して
います
対　象　65歳以上の方のみの世帯、災害等により孤
立地域になる可能性のある世帯、土砂災害警戒区域
にお住まいの世帯、聴覚の障がい者手帳の交付を受
けている方がいる世帯、避難行動要支援者名簿に登
載されている方がいる世帯、川沿いにお住まいの世
帯、通常時に屋外放送が聞き取れない世帯

戸別受信機（防災ラジオ）の管理にご協力
ください
　電池の液漏れによる機械の故障防止のために、年
１回程度の乾電池交換をお願いします。

避難の方法
　避難とは難を避けること、安全を確保することで
す。「自らの命は自らが守る」意識を一人一人が持
ち、普段からどう行動するか決めておきましょう。
●在宅避難
　避難所への移動だけが避難というわけではありま
せん。ハザードマップで自宅周辺の状況や避難所ま
での避難経路をご確認いただくとともに、自宅での
安全が確保されている場合は、自宅の安全な場所へ
避難する在宅避難にご協力ください。
●親戚や知人宅への立ち退き避難
　近くの安全な親戚や知人宅など、避難所以外への
避難も検討してください。
●避難所への立ち退き避難
　スリッパ、常備薬など自身が必要とする物の持参
と、暑さ対策や防寒対策をお願いします。
※�重症化リスクが高い方への感染症の感染を防ぐた
め、避難所ではマスクの着用を推奨します。

１危機管理課☎２２－２２０６

市
で
は
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活

支
援
と
し
て
、
令
和
８
年
３
月
１
日
時

点
で
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
を
対
象

に
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。　

　

同
年
３
月
15
日
時
点
で
世
帯
主
名
義

の
公
金
受
取
口
座
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
口
座
）
を
登
録
さ

れ
て
い
た
世
帯
を
除
き
、
給
付
金
の
受

給
に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
で
給
付

金
の
受
給
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
４

月
下
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
お
送
り
し
て

い
る
給
付
金
の
ご
案
内
（
オ
レ
ン
ジ
色

の
封
筒
）
を
ご
確
認
の
上
、
オ
ン
ラ
イ

ン
・
郵
送
・
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
期
限
（
令
和
８
年
７
月

31
日
㈮
）
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
給
付
金
の
受
給
を
辞
退
さ
れ

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
（
宛
所
不
明
等

に
よ
り
給
付
金
の
ご
案
内
が
届
い
て
い

な
い
場
合
で
、
そ
の
旨
の
申
し
出
が
な

く
、
右
記
期
限
ま
で
に
申
請
が
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
も
同
様
）。

　

詳
細
は
市
Ｃ
（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

１
総
合
政
策
課
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
２１

－

５
５
２
３

風水害による災害に備えて

物
価
高
騰
対
策
給
付
金
の

申
請
期
限
は
７
月
31
日
で
す

防災行政無線の内容を電話で確認できます
自宅や携帯電話から、防災行政無線放送の放送

内容を確認することができます。放送の内容が聞
きづらい場合は、お電話でお問い合わせください。
※�防災・防犯等の緊急情報のみを聞くことができ
ます。

☎０８００－８００－５７４７（通話料無料）
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市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・
荒川総合支所、各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。

　市では物価高騰に対する支援策として、水道料金
改定に伴う基本料金の増額分を６か月分減免します。
対象者　秩父広域市町村圏組合水道局から給水を受
けており、かつ市内に水栓がある全ての水道使用者
（官公署や公共施設等は除く）

対象請求分
【偶数月検針の場合】７月・９月・11月請求分
【奇数月検針の場合】８月・10月・12月請求分
減免額　水道料金改定に伴う基本料金の増額分（旧
料金と新料金の差額分）
減免の手続きは不要です。対象請求分の請求額から
自動的に減免されます。
※�使用水量に応じた立方メートルあたりの料金およ

び下水道料金は減免されません。
１減免に関すること
総合政策課☎２２－２８２３
水道料金に関すること
ちちぶ広域水道お客様センター
☎２５－５２２１

水道基本料金の一部を
６か月分減免します

秩
父
に
新
風
。

秩
父
に
新
風
。

昨
今
、
世
界
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
中
東
情
勢
の
混
迷
に
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
の
安
定
供
給

に
対
す
る
不
安
が
続
い
て
い
ま
す
。
石
油

製
品
の
原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
に
つ
い
て
も

供
給
不
足
や
価
格
上
昇
が
生
じ
、
そ
の
影

響
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
、

さ
ら
に
は
自
治
体
運
営
に
ま
で
及
ん
で
い

ま
す
。

秩
父
市
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
重
く

受
け
止
め
、
市
役
所
が
担
う
あ
ら
ゆ
る
業

務
の
分
野
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響

が
既
に
発
生
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、

全
庁
的
な
情
報
収
集
と
分
析
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
想
定
さ
れ
る
課
題
に

対
し
、
各
部
署
が
早
期
に
対
応
策
を
検
討

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
が
予
定
し
て
い
る

世
界
情
勢
の
変
化
と

地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

秩
父
市
長
　
清
野
　
和
彦

公
共
工
事
に
お
い
て
は
、
必
要
な
資
材
等

の
入
手
が
困
難
と
な
り
、
工
期
に
影
響
が

生
じ
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
う
し
た
事
態

を
受
け
、
改
め
て
事
業
の
優
先
順
位
や
発

注
時
期
に
つ
い
て
適
切
に
検
討
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

ま
た
、
燃
料
費
や
物
流
費
の
上
昇
は
物

価
全
般
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
家
計
負
担
の

増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
工
事
材
料
や
製
品
原
料
の
価
格
上
昇
、

調
達
困
難
な
ど
に
よ
る
経
営
へ
の
影
響
が

引
き
続
き
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

秩
父
市
と
し
て
は
、
国
や
県
の
支
援
制

度
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
に
収
集
す
る
と

と
も
に
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
的
確
に

把
握
す
る
た
め
、
関
係
団
体
や
事
業
者
と

の
情
報
共
有
を
進
め
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
役
所
に
お
い
て
も
、
燃
料

や
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
加

を
想
定
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
必
要
な
施
策
を
着

実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
最
も
身
近
な
行
政
機

関
と
し
て
、
厳
し
い
社
会
経
済
環
境
の
中

に
あ
っ
て
も
、
地
域
の
暮
ら
し
と
産
業
を

守
る
た
め
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
正
確
な
情
報
発
信
を
心
掛
け
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
と

力
を
合
わ
せ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

水道基本料金の減免額

メーター口径 新旧料金差額（税込）
【１検針・２か月分】

新旧料金差額（税込）
【３検針・６か月分】

13mm １，２９８円 ３，８９４円

20mm ２，４２０円 ７，２６０円

25mm ４，６２０円 １３，８６０円

30・40mm ９，５４８円 ２８，６４４円

50mm １７，４０２円 ５２，２０６円

75mm ３７，０７０円 １１１，２１０円

100mm ６４，３９４円 １９３，１８２円

100mm超 １３４，８６０円 ４０４，５８０円
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「企業版ふるさと納税」による
ご寄附をいただきました

　
秩
父
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
の
策
定

に
あ
た
り
、
条
例
案
を
検
討
す
る
検
討

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

公
募
人
数
　
２
人

応
募
資
格
　

①
市
内
に
住
所
を

　
有
す
る
方

②�

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
で
、
18
歳

以
上
の
方

③�

市
が
設
置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
公

募
委
員
で
な
い
方

任
　
期

委
嘱
の
日
か
ら
委
員
会
の
設
置
目
的
を

達
成
し
た
日
ま
で

会
議
開
催
回
数

５
回
程
度
（
平
日
昼
間
を
予
定
）

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課
へ
提
出
（
郵

送
・
メ
ー
ル
で
も
可
）

※�

応
募
用
紙
は
、
市
Ｃ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
可

応
募
締
切
　
７
月
31
日
㈮
必
着

選
考
方
法

提
出
さ
れ
た
書
類
お
よ
び
面
接
に
よ
り

選
考
を
行
い
、
選
考
の
結
果
は
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

面
接
日
　
８
月
18
日
㈫
午
後

そ
の
他
　
委
員
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
生
涯
学
習
課
☎
22

－

０
４
２
０

３syogai@
city.chichibu.lg.jp

と　き　８月８日㈯
　　　　10時～16時
ところ　秩父農工科学高等学校
対　象　小中学生とそのご家族
※�「トイドローン操縦体験」および「屋内ドローン
ショー」の参加には、事前の申し込みが必要です。

定　員　①「トイドローン操縦体験」/各部定員20
人（３部合計60人）
②「屋内ドローンショー」/各部定員100人（２部合
計200人）※定員数に関しては、会場の広さに応じ
て変更となる可能性があります。
参加費　無料
２７月10日㈮以降、右記のＱＲコード
からお申し込みください（先着順）。

　なお、同校の別会場では、昨年度に引き続き、FIND
秩父ＡＩ・ロボット研究分科会による「ロボコン 
in FIND秩父杯」を開催します。専用のロボットを
使ったライントレースや物を運搬する競技をチーム
戦にて行います。こちらにもぜひご参加ください。
１先端技術推進課☎２１－５５２２

　市では、これまで未来技術を活用したSociety5.0
事業や、国が進める「デジタルライフライン全国総
合整備計画」において世界初となるドローン航路の
整備など、数々の先端技術関連の取り組みを行って
きました。
　今年も、これらの先進的な取り組みを市民の皆さ
んに身近に感じてもらうためのイベント「未来技術
エキシビション」を開催します。
　今回のコンセプトは、秩父農工科学高等学校の校
舎まるごとが「未来のまち」に大変身。子どもたち
は “たんけん隊” になって、ドローンやスマートシ
ティの技術を「見て・触れて・驚きながら」秩父の
未来を旅することができます。

秩
父
市
文
化
芸
術
振
興
条
例

検
討
委
員
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

「第６回 未来技術エキシビションin 秩父」開催

（令和８年６月15日現在。敬称略）
町会名 会長名
上 町 松 田 雅 雄

新町会長さんのご紹介

秩
父
市
監
査
委
員（
議
員
選
出
）

の
就
任

　
木
村
氏
は
、
市
議
会
５
月
臨
時
会
に

お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、
５
月
20

日
付
で
清
野
市
長
か
ら
監
査
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

木村　隆彦 氏
（中村町）

　ご寄附をいただいた企業様をご紹介します。
誠にありがとうございました。
多様な企業支援により安定した雇用を創出する事業のために
▶２月24日、株式会社キッカケクリエイションから

イベント 対象

①トイドローン操縦体験 小中学生（要予約）
※見学は予約不要②屋内ドローンショー

③学ぶゾーン＆大型展示
全来場者

④クイズラリー

土8 8
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